




イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容

《
研
究
期
間
》

《
研
究
代
表
者
》

《
研
究
分
担
者
》

《
研
究
目
的
》

平
成
十
七

1
十
九
年
度

後
藤
武
秀
(
法
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

後
藤

明
(
文
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

(
社
会
学
部
教
授
/
現
代
社
会
総
合
研
究
所
研
究
員
)

'
h
e
本・・多

，，F
一，t
n
1
島
訓
川

r

斎
藤

洋
(
法
学
部
教
授
/
現
代
社
会
総
合
研
究
所
研
究
員
)

三
沢
伸
生
(
社
会
学
部
准
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

進
(
国
際
地
域
学
部
准
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

子
島

員

東
長

靖
(
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究

科
准
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)

赤
堀
雅
幸
(
上
智
大
学
外
国
語
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
)

昨
今
の
世
界
情
勢
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
の
国
際
間
題
と
し
て
イ
ス

ラ
l
ム
世
界
の
存
在
は
極
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
で
い
る
。
現
在
は
キ

リ
ス
ト
教
世
界
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
摩
擦
ば
か
り
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
臼
本
を

含
め
た
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
は
重
要
で
あ
る
。
本
研

究
は
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
諸
問
題
を
、
イ
ス
ラ

I
ム
教
の
宗
教
意
識
や
、
イ
ス
ラ
l
ム

法
と
い
っ
た
伝
統
的
価
値
規
範
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
現
今
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
持
続
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き
で
い

る
の
か
を
、
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
研
究
期
間
内
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ

1
ム
の
根
本
的
価
値
観
を
表
象
す

る
形
で
伝
統
的
価
値
規
範
を
形
成
し
て
い
る
、
司
法
と
い
う
公
的
・
外
的
な
側
面
と
し

て
の
「
イ
ス
ラ
l
ム
法
」
、
精
神
的
・
内
的
な
側
面
と
し
て
の
「
聖
者
信
仰
・
ス

l
フ
イ

ズ
ム
」
の
二
つ
の
面
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
1
ム
を
専
門
と
す
る
五
人
の
専
任
・
客
員
研

究
員
と
、
ア
ジ
ア
法
・
国
際
法
に
精
通
す
る
こ
名
の
研
究
員
、
杜
会
学
的
見
地
か
ら
社

会
に
お
け
る
伝
統
的
規
範
の
有
り
様
を
研
究
す
る
一
名
の
研
究
員
の
共
同
作
業
に
よ
っ

て
、
調
査
・
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
規
範
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
現
地
に
お
け
る
フ
ィ
l

ル
ド
ワ
l
ク
経
験
を
豊
富
有
す
る
文
化
人
類
学
研
究
者
、
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ベ
ル

シ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
に
よ
る
イ
ス
ラ

I
ム
古
典
に
精
通
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
思
想
・
宗
教

研
究
者
と
の
共
同
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
子
島
は
ベ
ル
シ
ア
語
・
ウ
ル
ド
ゥ

l
語
圏

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
専
門
と
す
る
地
域
研
究
者
・
文
化
人
類
学
者
で
あ
り
、
ア
ラ

ブ
圏
を
専
門
と
す
る
赤
堀
が
組
織
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
人
類
学
研
究
が
磐
石

に
な
る
。
東
長
は
国
内
ば
か
り
か
国
際
的
も
評
価
を
得
る
思
想
・
宗
教
研
究
者
で
あ
り
、

ま
た
本
学
東
洋
大
学
が
前
任
校
と
い
う
経
歴
か
ら
、
全
面
的
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
後
藤
(
明
)
・
コ
一
沢
は
歴
史
学
研
究
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ラ
ブ
圏
・

ト
ル
コ
圏
を
専
門
と
し
て
研
究
を
展
開
し
て
お
り
、
赤
堀
・
東
長
と
も
古
い
知
己
で
あ

る
。
こ
う
し
て
外
部
の
二
人
を
加
え
て
五
人
の
イ
ス
ラ
l
ム
研
究
者
の
体
制
を
と
り
、

二
人
の
法
学
者
・
一
人
の
社
会
学
者
と
共
同
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
上
、
理
想

的
な
体
制
が
完
成
す
る
。

。
九



《
研
究
経
過
》
〈
報
告
〉
平
成
一
九
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

再
録
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
世
界
的
規
模
で
、
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
・
神
道
な
ど
他
者
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
の
総
括
を
進
め
な
が
ら
も
、
前
年
度
に
立
案
し
た
年
度
計
画
に
基
づ
き
研
究
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
イ
ス
ラ

1
ム
法
と
伝
統
的
価
値
規
範
と
の
講
離
・
離
反
・

相
克
状
況
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
で
伝
統
的
価
値
規
範
の
持
続
と
変
容
の
研
究
を
重

視
し
、
昨
年
度
末
に
子
島
を
モ
ル
デ
ィ
ブ
に
現
地
調
査
に
派
遣
し
て
、
自
身
の
進
め
る

南
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る
ワ
ク
フ
の
比
較
研
究
、
な
ら
び
に
観
光
立
国
で
し
ら
れ
る
同
国

の
イ
ス
ラ

1
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
の
現
状
の
分
析
を
進
め
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
後

藤
武
秀
・
斎
藤
の
協
力
の
も
と
に
、
台
湾
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
法
研

究
を
進
め
、
仏
教
の
伝
統
的
秩
序
規
範
と
イ
ス
ラ

1
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
の
相
克
関

係
・
類
似
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
日
本
の
家
族
社
会
に
明
る
い
小
林
は
、

三
沢
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
戦
前
期
の
日
本
の
回
教
政
策
展
開
上
に
見
ら
れ
た
、
日
本

に
よ
る
イ
ス
ラ

1
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
が
い
か
に
表
面
的
で
自
己
中
心
的
で
あ
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
は
三
沢
と
の
共
著
と
し
て
、
現

代
社
会
総
合
研
究
所
『
現
代
社
会
研
究
」
五
号
に
掲
載
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
と
し

て
後
藤
武
秀
・
斎
藤
・
小
林
の
研
究
を
総
合
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム

の
伝
統
的
秩
序
規
範
が
極
め
て
限
定
さ
れ
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
付
随
し
て
一
一
一
沢
の
知
己
で
あ
り
偶
々
別
件
で

来
日
さ
れ
た
ト
ル
コ
共
和
国
の
セ
イ
ト
・
セ
ル
ト
チ
ェ
リ
ク
准
教
授
よ
り
、
日
露
戦
争

期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ
ス
ラ

1
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
と
ア
ル
メ
ニ
ア
に

代
表
さ
れ
る
東
方
キ
リ
ス
ト
教
会
の
伝
統
的
秩
序
規
範
の
理
解
が
、
同
じ
く
表
層
的
で

あ
り
小
林
の
結
果
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た

(
氏
の
論
稿
は
本
号
に

。

よ
る
イ
ス
ラ

1
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
理
解
に
関
す
る
比
較
研
究
の
重
要
性
が
明
確
化

さ
れ
た
。

聖
者
信
仰
・
ス

l
フ
イ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
赤
堀
・
東
長
両
客
員
研
究
員
を
中
心
に

進
め
、
後
藤
明
・
三
沢
を
交
え
て
、
思
想
研
究
・
文
化
人
類
学
研
究
の
成
果
を
歴
史
学

的
に
解
釈
し
て
、
そ
の
持
続
と
変
容
に
関
す
る
研
究
を
進
め
た
。
本
年
度
は
昨
年
度
に

果
た
せ
な
か
っ
た
赤
堀
を
ア
ラ
ブ
圏
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
市
に

派
遣
し
て
、
高
等
ス

l
フ
ィ

I
評
議
会
を
中
心
と
し
て
聖
者
信
仰
の
現
状
に
か
ん
す
る

現
地
調
査
を
遂
行
し
た
。
東
長
は
前
年
度
の
ト
ル
コ
へ
の
出
張
調
査
成
果
を
よ
り
進
化

さ
せ
る
べ
く
、
聖
者
信
仰
の
テ
キ
ス
ト
分
析
に
従
事
し
た
。
ま
た
一
一
一
沢
の
知
己
で
あ
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
を
有
し
て
い
る
ト
ル
コ
共
和
国
の
ア
フ
メ
ト
・
ジ
ハ

l
ン
准

教
授
の
来
日
に
際
し
て
、
同
氏
を
囲
ん
で
の
研
究
会
を
設
け
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら

ト
ル
コ
共
和
国
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
、
国
家
に
よ
る
宗
務
庁
設
立
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
l

ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
の
発
表
・
意
見
交
換
が

で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た

(
本
号
に
そ
の
詳
細
を
再
録
)

0

加
え
て
三
沢
は
小
林
と
の
共
同
研
究
と
並
行
し
て
戦
前
期
の
日
本
の
イ
ス
ラ

I
ム
の

伝
統
的
価
値
規
範
の
習
熟
度
を
解
明
す
べ
く
、
新
生
ト
ル
コ
共
和
国
首
都
イ
ス
タ
ン
プ

ル
に
設
け
ら
れ
た
日
本
商
品
館
に
つ
い
て
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
館
報
の
分
析
を
進
め
て
、

成
果
の
一
部
に
つ
い
て
は
イ
ス
タ
ン
プ
ル
で
開
催
さ
れ
た
学
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
を

行
っ
た
。

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、
過
去
三
年
間
の
全
体
の
総
括
と
し
て

平
成
三

O
年
一
月
二
六
日
(
土
)
に
研
究
成
果
公
開
事
業
と
し
て
東
洋
大
学
研
究
所
間
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
。



《
研
究
成
果
》

一
、
学
会
お
よ
び
口
頭
発
表

*
後
藤
武
秀
「
分
権
改
革
後
日
本
的
市
町
村
合
併
和
地
方
税
財
政
改
革
問
題
i
以
関

東
地
方
為
例
」
台
湾
・
中
華
大
学
、
二

O
O
七
年
五
月
二
五
日
。

*
後
藤
武
秀
「
華
入
社
会
の
基
礎
と
し
て
の
祭
記
公
業
の
解
体
と
現
代
的
再
編
l
華

人
の
行
動
を
理
解
す
る
た
め
に
l
」
北
九
州
大
学
法
学
部
、
二

O
O
六
年
十
二
月

九
日
。

*
後
藤
武
秀
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
教
育
と
池
上
丈
庫
の
果
た
す
役
割
」
台
湾
・
池

上
文
庫
、
二

O
O
七
年
三
月
二
十
七
日
。

*
三
沢
伸
生
「
日
本
・
オ
ス
マ
ン
朝
史
に
か
か
わ
る
文
書
史
料
」
日
本
中
東
学
会
第

二
三
回
年
次
大
会
(
於
東
北
大
学
)
二

O
O
七
年
五
月
一
一
一
一
日
。

*
Z
o
σ
c
o
z
-∞
〉
者
〉

(
三
沢
伸
生
)

E

目的

E
ロ
σ己
』

印

刷

)ODdszHr門的広

(
]
E
N

∞E
H
匂

ω叶
)
ョ
切
片
山
口
氏

-
w
H
目
白
山
門
斗
∞
丘
町
-
問
。
口
内
円
。
印
片
(
目
的
丹
印
、
ロ

σ己
-
w
H，
白
河
同
開
J

同
)

二
O
O七
年
九
月
七
日
。
使
用
言
語
は
ト
ル
コ
語
。

*
子
島
進
「
「
イ
ス
ラ

l
ム
的

N
G
O
一
事
例
と
研
究
課
題
」

N
I
H
U
プ
ロ
グ
ラ

ム
イ
ス
ラ
l
ム
地
域
研
究
「
イ
ス
ラ
l
ム
と

N
G
O」
班
研
究
会
(
早
稲
田
大
学
」
。

二
O
O七
年
二
一
月
九
日
。

*
束
長
靖
「
ス

I
フ
イ
ズ
ム
/
タ
リ

l
カ
研
究
の
課
題
と
展
望
」
京
都
大
学
大
学
院

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
附
属
イ
ス
ラ
l
ム
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
設

立
記
念
講
演
会
、

(
於
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科

〈
報
告
〉
平
成
一
九
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
室
)
二

O
O
七
年
二
月
二
日
。



〈
報
告
〉
平
成
一
九
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
、
論
文
等
著
作
物

*
後
藤
武
秀
「
宗
教
施
設
に
お
け
る
社
会
倫
理
教
育
|
日
本
と
台
湾
の
場
合
|
」

『
東
洋
』
四
十
三
巻
九
号
、
二

O
O
六
年
一
二
月
、
三
一

1
三
七
頁
。

*
後
藤
武
秀
「
台
湾
に
お
け
る
イ
ス
ラ

I
ム
」
「
ア
ジ
ア
丈
化
研
究
所
研
究
年
報
』

四
十
一
号
、

二
O
O
七
年
二
月
、
二

O
O

二
O
二
頁
。
【
間
プ
ロ
の
ク
レ
ジ
ツ

ト
入
り
]

*
後
藤
武
秀
「
戦
後
台
湾
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
変
遷
整
理
と
再
編
」

ア
ジ
ア

文
化
研
究
所
・
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
編
「
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
伝
統
文

化
の
変
容
』
所
収
、
二

O
O
七
年
三
月
、
八
九

1
一
O
七
頁
。

*
後
藤
武
秀
「
台
湾
に
お
け
る
罪
観
念
|
『
玉
歴
紗
伝
』

の
描
く
罪
と
そ
の
予
防
i
」

「
法
学
新
報
』

-
二
一
号
、
二

O
O
七
年
五
月
、
二
八
一

l
三
O

二
三
巻
一
一

三
頁
。

*
小
林
修
一
・
二
一
沢
伸
生
「
回
教
研
究
会
機
関
誌
『
回
教
』

の
史
料
的
価
値
の
検

証
「
回
教
政
策
」
に
関
係
す
る
日
本
語
史
料
分
析
の
試
み
と
し
て
|
」
『
現
代

社
会
研
究
』
第
五
号
、
二

O
O
八
年
(
掲
載
決
定
)
【
間
プ
ロ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
入

り}。

*
粛
藤
洋
「
国
際
法
講
義
ノ
l
ト
・
資
料
二

O
O
七
』
虹
有
社
、
二

O
O
七
年
四
月
。

*
藤
藤
洋
「
公
法
基
礎
入
門
』
八
千
代
出
版
、
二

O
O
七
年
五
月
。

*
斎
藤
洋
「
光
華
寮
事
件
に
関
す
る
一
考
察
台
湾
の
法
的
地
位
を
中
心
に
」

「
東
洋
法
学
』
第
五

O
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
二

O
O
七
年
三
月
、

一
八
五

1
二

O
二
頁
。

一一一

*
ソ
ン
ポ
ン
・
ス
チ
ャ
リ
ク
ル
著
(
粛
藤
洋
訳
)
「
タ
イ
法
と
仏
教
法
」
「
東
洋
法
学
」

第
五
十
一
巻
第
一
号
、
二

O
O
七
年
一

O
月、

一
一
一

1
一
四
五
頁
。

*
Z
c
σ
c
o
z
-
ω
〉
巧
〉
(
三
沢
伸
生
)
・

4
8。ロ
3
.
E
E邑
g
a
o
-
S
巴
内
吋
貸
付
明
。

E

E℃
3

M

コ
Q司
、
弘
、

N
S
U
Sむ
3
2
・
S
-
N
O
S
-
2
)
-
N
∞
出
・
ト
ル
コ
語
。

*
コ
一
沢
伸
生
「
戦
間
期
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
お
け
る
日
本
の
経
済
活
動
(
ご
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
日
本
商
品
館
(
イ
ス
タ
ン
プ
ル
日
本
商
品
館
)
に
関
す
る

研
究
」
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
四
十
一
号
、
二

O
O
七
年
二
月

一八
O
頁
1
百
九
九
頁
。
【
問
プ
ロ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
入
り
}

*
z
s
g
富
田
〉
者
〉
(
三
沢
伸
生
)
h
r
の
C
W
D
己
門
〉
同
ハ
U
k
r
ロ
〉
の
E
叫，

FO吋日門的円

E
E
ロ
o
m
o
E
5
ロ
5
・

'
g
b
N
G
可
。
~
く
o
b
h
(
E
2
1
5
0
品
)
ョ
『
日
本
中
東
学
会
年

報
』
第
二
三
巻
一
号
、
二

O
O
七
年
九
月
、

八
五

1
一
O
九
頁
。

*
Z
O
ぴ
己
O
富
山
∞
〉
者
〉
(
一
一
一
沢
伸
生
)
」
z
o
E
m
-
D
O
同
5
0
8
5
5
2丘町
w-EE

-
E
Z
D印
y
q
σ
0伴者
O
O
D
E
宮
門
戸
山
口
門
H
5
0
0
拝
。
B
山
口
開
H
H
H

同
)
円
円
。
一
5
0
E♀
-
2

。
円
可
O
ロ
ロ
閃
吋
。
遣
し
守
。
て
み
」
-
h
h
b
入
戸
山
由

ω
£
苫
門
H
O
D
H
冨
O
R
F
m凶
E
2
・
『
束
洋

大
学
社
会
学
部
紀
要
』
四
五
巻
一
号
、
二

O
O
七
年
十
二
月
、
五
一

j
八
七
頁
。

*
コ
一
沢
伸
生
「
戦
間
期
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
お
け
る
日
本
の
経
済
活
動
(
二
)
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
日
本
商
品
館
(
イ
ス
タ
ン
プ
ル
日
本
商
品
館
)
に
関
す
る

研
究
」
「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
四
二
号
、
二

O
O
八
年
(
本
号

所
収
)

0

【
間
プ
ロ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
入
り
}

*
Z
o
σ
c
o
y
角
田
〉
詞
〉
(
二
一
沢
伸
生
)
4
8
ω
ロ
σ
∞
ゅ
の
O
B
B
向
。
片
山
-
宮
口
由
。
ロ
ロ
5

2
S
E
)
己

(
E
N
∞
l
H
S
吋
)
ョ
「
日
本
中
東
学
会
年
報
』
第
二
三
巻
二
号
、
二

O
O

八
年
(
近
刊
)
。

*
月
o
σ
2
H
白
玉
川
町

g
h
r
ω
5
5
ロ
ロ
Z
}
出
口
冨
〉
(
子
島
進
)
(
包
∞
・
)
温
h
s
z
a
Q
門
向
。
『
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モ
ル
デ
ィ
ブ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
の
変
容
調
査

〈
報
告
〉
平
成
一
九
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

済
的
な
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
こ

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

子

島

期

二
O
O
七
年
二
月
一
一
一

1
一一一一日

問

調
査
地

モ
ル
デ
イ
ブ
(
マ

1
レ
、
バ
ン
ド
ス
島
)

は
じ
め
に

モ
ル
デ
イ
ブ
は
国
民
の
す
べ
て
が
ム
ス
リ
ム
と
い
う
イ
ス
ラ
l
ム
国
で
あ
る
が
、
イ

ス
ラ
l
ム
研
究
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
む
し
ろ
、
近
年
に
お

い
て
は
、
イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
立
国
と
し
て
広
く
世
界
に
知
ら
れ
て
お
り
、

日
本
に
お
け
る
人
気
も
高
い
。
「
究
極
の
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
&
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
「
一
島
丸

ご
と
が
バ
カ
ン
ス
の
舞
台
!
」
「
海
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
真
珠
の
首
飾
り
」
、
こ
れ
ら
が

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
け
る
モ
ル
デ
ィ
ブ
観
光
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
l

ム
世
界
広
し
と
い
え
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
「
南
の
楽
園
」
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
い
る

地
域
は
類
を
見
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
形
で
現
在
に
至
る
ま
で
の
イ

ス
ラ
l
ム
の
伝
統
的
秩
序
規
範
が
変
容
し
た
過
程
を
た
ど
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い

こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
モ
ル
デ
イ
ブ
研
究
の
可
能
性
を
、
端
的
に
言
っ
て
「
イ
ス
ラ
I

ム
と
観
光
」
に
見
出
し
て
い
る
。

モ
ル
デ
イ
ブ
が
観
光
産
業
中
心
の
国
造
り
を
始
め
て
か
ら
、
四

O
年
近
く
が
経
過
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
カ
ツ
オ
漁
を
中
心
と
す
る
漁
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
今
日
で
も
漁

業
は
、
観
光
に
次
い
で
重
要
な
産
業
で
あ
る

(
写
真
1
)
。
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
い
経

と
で
、

モ
ル
デ
ィ
ブ
に
お
け
る
伝
統

進

的
秩
序
も
ま
た
大
き
な
変
容
を
遂
げ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
方
向

牲
は
、
「
近
代
化
に
伴
、
つ
世
俗
化
」

へ
と
単
純
に
収
飲
す
る
も
の
で
は
な

しミ

(
こ
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ス

ラ
I
ム
世
界
全
般
に
お
け
る
研
究
か
ら
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
)
。

一
方
で
は
経
済

四

マーレの魚市場1. 

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

成
長
に
伴
い
、
多
く
の
留
学
生
が
サ
ウ
ジ
や
エ
ジ
プ
ト
等
の
国
々
で
イ
ス
ラ

1
ム
高
等

一
九
七
八
年
以
来
政
権
の
座
に
あ
る
ア
ブ
ド
ウ

ル
・
ガ
ユ

l
ム
大
統
領
も
カ
イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
学
院
に
留
学
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
る
。

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
モ
ル
デ
イ
ブ
の

す
な
わ
ち
、
人
類
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
大
伝
統
」

人
々
に
も
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
研
究
で
問
題
と
な
る

の
は
規
範
の
持
続
と
変
容
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
「
強
化
」
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
い
は
、
そ
れ
ま
で
モ
ル
デ
イ
ブ
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
l
ム
的
規
範

の
「
導
入
」
さ
え
も
が
研
究
の
射
程
に
入
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
短
期
の
訪

問
で
こ
れ
ら
の
問
題
群
に
な
ん
ら
か
の
答
え
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
の
記

述
は
、
今
回
の
予
備
的
調
査
で
得
た
簡
単
な
印
象
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
パ
キ
ス
タ
ン
を
主
た
る
調
査
地
と
し
て
、
文
化
人
類
学
の
研
究
に

け
る
イ
ス
ラ

1
ム」

従
事
し
て
き
た
が
、
近
年
は
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
訪
れ
、
「
南
ア
ジ
ア
に
お

へ
と
視
野
の
拡
大
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
広
域
調
査
の

方
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
以
外
の
場
所
で
、
長
期
の
住
み
込
み
調
査
を
(
幼
児
を
含
む
家
族

連
れ
で
)
行
い
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。
今
回
の
滞
在
中
に
獲
得
し
た
知
見
か
ら
、

モ



ル
デ
イ
ブ
の
首
都
マ

l
レ
に
ベ

l
ス
を
置
く
形
で
長
期
調
査
を
行
え
ば
、
文
化
人
類
学
、

南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
、
な
ら
び
に
イ
ス
ラ
l
ム
地
域
研
究
の
分
野
に
、
新
た
な
成
果
を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

2 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
一
一
日
一
ス
リ
ラ
ン
カ
航
空
U
L
4
6
1
便
成
田
発
マ

I
レ
着

一一一一

1
一
五
日
一
マ

l
レ
滞
在

一
六

1
一
八
日
一
バ
ン
ド
ス
島

一
九

1
一
一
一
日
一
マ

l
レ
滞
在

一
一
一
一
日
一
ス
リ
ラ
ン
カ
航
空
U
L
4
6
0
便
成
田
着

3 

モ
ル
デ
ィ
ブ
の
概
要

(
※
こ
こ
で
の
記
述
は
、
後
出
の
文
献
リ
ス
ト
の

z
m
n
u
gロ
mvFEHHNCCCを
主
と

し
て
参
考
に
し
て
い
る
)
。

モ
ル
デ
イ
ブ
は
、
イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
南
六

0
0
キ
ロ
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
西
四

0
0
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
。
九
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ

ぶ
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
一
一
九

O
の
島
々
か
ら
、
こ
の
国
は
構
成
さ
れ
る
。
そ
の

う
ち
、
ニ

O
O
の
島
々
に
一
二

O
万
人
が
居
住
し
て
い
る
が
、

一
O
万
人
は
首
都
マ

l
レ

に
集
中
し
て
い
る
。

一
つ
一
つ
の
島
の
面
積
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
総
面
積
は
約
三

O

0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
。
烏
々
は
き
わ
め
て
平
坦
な
地
形
を
し
て
お
り
、

標
高
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
な
い
。

国
土
を
構
成
す
る
島
々
が
赤
道
を
跨
い
で
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

、つに、

モ
ル
デ
イ
ブ
は
「
常
夏
の
国
」
で
あ
る
。
高
温
多
湿
の
熱
帯
性
気
候
を
示
し
、

平
均
気
温
は
日
中
三

O
度
、
夜
間
二
四
度
で
あ
る
。

二
月
か
ら
四
月
の
北
東
モ
ン
ス

l

ン
の
時
期
が
乾
季
、

五
月
か
ら
一

O
月
の
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
が
雨
季
で
あ
る
。

イ
ン
ド
洋
の
広
大
な
海
域
に
島
々
が
点
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

モ
ル
デ
イ
ブ
の

言
語
は
基
本
的
に
デ
イ
ベ
ヒ
語
の
み
で
あ
る
。
デ
ィ
ベ
ヒ
語
は
タ
l
ナ
文
字
に
よ
っ
て

表
記
さ
れ
る
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
近
年
、
閏
際
的
リ
ゾ
l

ト
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
英
語
も
か
な
り
の
程
度
ま
で
通
じ
る
。
リ
ゾ
l

ト
滞
在
は
も
ち
ろ
ん
、
首
都
マ

l
レ
で
の
短
期
滞
在
者
も
英
語
だ
け
で
何
の
不
自
由
も

し
な
い
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
l
ム
の
到
来
は
一
二
世
紀
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
か
ら
イ
ス
ラ
1

ム
へ
の
改
宗
が
進
み
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
や
仏
教
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
、
ィ

ス
ラ
l
ム
が
モ
ル
デ
イ
ブ
唯
一
の
宗
教
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
住
民
が
ス
ン
ナ
派

ム
ス
リ
ム
に
属
す
る
。

モ
ル
デ
イ
ブ
を
宗
教
と
社
会
を
考
え
る
う
え
で
は
、
こ
の
国
を
次
の
三
つ
の
部
分
の

集
合
体
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
が
当
面
は
有
用
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
首
都
マ

l
レ

(
2
)
 
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
用
と
し
て
開
発
さ
れ
た
一

O
O
の
島
々

(
3
)
住
民
が
居
住
す
る
二

O
O
の
島
々

首
都
マ

l
レ
は
全
人
口
の
三
分
の
一
を
抱
え
、
政
治
・
経
済
・
宗
教
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
る

(
写
真
2
)
。
モ
ル
デ
ィ
ブ
は
極
小
の
島
々
の
集
合
体
で
あ
り
、
首
都
マ

l
レ

と
い
え
ど
も
わ
ず
か
二
キ
ロ
×
一
キ
ロ
の
広
さ
し
か
な
い
。
こ
こ
に
一

O
万
人
近
い
人
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範
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ク
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聞
が
ひ
し
め
く
。
あ
ち
こ
ち
で
古
い
家
屋
を
取
り
壊
し
、
七
、
八
階
の
ビ
ル
に
建
て
替

グ
ラ
ン
ド
・
モ
ス
ク

え
る
工
事
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
こ
が
モ
ル
デ
イ
ブ
調
査
の
拠
点
と
な
る
。

てr

(
写
真
3
)
と
併
設
の
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
は
、

レ
の
北
側
、
官
庁
関
係
の
ピ
ル
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
に
あ
る
。
モ
ス
ク
の
正
式
名
称
は
、

一
五
七
一
二
年
に
ポ

宮
山
田
口
己

ω己
E
D
E
O宮
山

B
B
邑同，
F
巳
2
2
F
m
w
D
匡
E

〉

8
5
0

ル
ト
ガ
ル
を
撃
破
し
、
独
立
を
回
復
し
た
英
雄
に
由
来
す
る
。
五
五

O
O
人
が
集
団
礼

拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
併
設
の
図
書
館
に
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
関
連
書
(
ア
ラ
ビ
ア

語
、
ウ
ル
ド
ゥ

1
語
、
英
語
、
デ
イ
ベ
ヒ
語
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
本
部
を

ス
ク
を
統
括
し
て
い
る

置
く
イ
ス
ラ
l
ム
最
高
評
議
会
が
マ

l
レ
を
は
じ
め
と
し
て
、
モ
ル
デ
イ
ブ
に
は
七
一

O
の
モ

モ
ル
デ
ィ
ブ
全
島
の
モ

(二

O
O
七
年
二
月
現
在
で
、

ス
ク
が
あ
る
。
う
ち
マ

l
レ
に
三
二
。
政
府
予
算
に
よ
っ
て
、
毎
年
二
五
の
モ
ス
ク
を

改
修
あ
る
い
は
新
設
し
て
い
る
)

0

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

(
目
白

-m口三
の
口
E
4
2
m
-
q
o時

2.首都マーレの遠景

で
働
い
て
い
る

(
写
真
4
)
。 パ
キ
ス
タ
ン
等
で
の
留
学
経
験
を
も
っ
ウ
ラ
マ
ー
が
こ
こ

一
一L.
ノ、

冨
ω門
出
口
印
)
、

エ
ジ
プ
ト
、

評
議
会
を
訪
問
し
た
際
に
、
あ
る
ウ
ラ
マ

l

(
正
確
に
は
ア
l
リ
ム
だ
が
ウ
ラ
マ

l

で
統
一
す
る
)
か
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
の
パ
ン
フ
を
手
渡
さ
れ
た
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、

ビ
キ
ニ
姿
の
女
性
が
カ
ク
テ
ル
を
飲
ん
で
い
る
写
真
が
あ
っ
た
。
「
せ
っ
か
く
モ
ル
デ
イ

ブ
に
来
た
ん
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
多
く
の
イ
ス
ラ
l
ム
地
域
研
究
者
が
驚
く
で
あ
ろ
う
、
新
鮮
な
経
験

で
あ
る
。
こ
の
ウ
ラ
マ

1
の
「
モ
ル
デ
イ
ブ
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
と
住
民
が
暮
ら
す
島
が

別
々
な
の
で
、
観
光
の
発
展
は
イ
ス
ラ
l
ム
に
と
っ
て
問
題
に
な
ら
な
い
。
人
々
は
落

ち
着
い
て
信
仰
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
言
葉
は
、
確
か
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
有
し

早
計
で
あ
ろ
う
。

て
い
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
聞
に
ま
っ
た
く
緊
張
や
対
立
が
生
じ
な
い
と
考
え
る
の
は

グランドモスク3. 

イスラーム最高評議会のウラマー

5.バンドス島の新しいモスク

4. 



「
美
し
い
モ
ル
デ
イ
ブ
の
島
々
が
、

沈
没
の
危
機
に
あ
る
」
。

モ
ル
デ
イ
ブ
は
地
球
温

暖
化
の
議
論
の
最
前
線
に
も
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

「
イ
ス
ラ
l
ム
と
環
境
」
の
観
点
か
ら
も
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ウ
ラ
マ

l
側
か
ら
は

ハ
デ
ィ

l
ス
の
引
用
が
披
涯
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
と
し
て

「
木
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
」
「
池
で
小
便
を
し
て
汚
し
て
は
い
け
な
い
」
「
公
道
脇
の

木
陰
で
小
便
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
も
の
を
挙
げ
、
こ
こ
か
ら
「
環
境
保
護
」

を
導
き
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
印
象
で
は
、
あ
ま
り
体
系
だ
っ
た
内
容
で

は
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
が
、
学
校
で
の
環
境
教
育
に
お
け
る
ハ
デ
ィ

1
ス
引
用
の
有
無

も
含
め
て
、
重
要
な
調
査
課
題
で
あ
ろ
う
。

観
光
客
の
多
く
は
、
国
際
親
で
空
港
島
(
マ

l
レ
か
ら
ボ
l
ト
で
一

O
分
ほ
ど
の
距

離
)
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
直
接
目
的
地
の
リ
ゾ
ー
ト
島
を
訪
れ
る
。
そ
し
て
数
日
間

の
滞
在
後
、
ま
た
空
港
島
を
経
て
帰
国
す
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
ゲ
ス
ト
は

水
着
で
歩
き
回
っ
て
い
る
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
も
ふ
ん
だ
ん
に
飲
め
る
。
ス
パ
に
行
け
ば
、

女
性
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
パ
ー
や
ス
パ
の
仕

事
に
あ
た
る
の
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
や
タ
イ
出
身
の
非
ム
ス
リ
ム
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
含
め
て
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
ホ
テ

ル
も
珍
し
く
な
い
。

筆
者
が
滞
在
し
た
バ
ン
ド
ス
・
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
は
、

一
九
七
六
年
創
設
の
老

舗
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る

(
モ
ル
デ
ィ
ブ
初
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ク
ル
ン
バ
島
に
次
い
で
、

二
番
目
の
オ
ー
プ
ン
)
。
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ス
ノ

l
ケ
リ
ン
グ
を
楽
し
む
の
に
適
し
て
お

り
、
高
い
人
気
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
何
度
も
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
重
ね
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
古
臭
い
印
象
は
ま
っ
た
く
な
い
。
宿
泊
し
た
の
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ル

1
ム

で
あ
っ
た
が
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
電
話
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
た
。

〈
報
告
〉
平
成
一
九
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

七

バ
ン
ド
ス
は
マ

l
レ
か
ら
船
で
一
二

O
分
程
度
の
距
離
で
あ
る
が
、
五
二

O
人
の
ス
タ
ツ

フ
全
員
が
住
み
込
み
で
働
い
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
出
身
国
は
、
イ
ン
ド
、

ス
リ
ラ
ン

ヵ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
八
カ
国
に
お
よ
ぶ
。
こ
こ
に
は
新
設
の
立
派
な
モ
ス
ク

(
写
真
5
)
が
あ
り
、
一
一
人

の
専
従
イ
マ

l
ム
が
配
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ

1
ム
最
高
評
議
会
で
聞
い
た
話
で
は
、

空
港
や
軍
に
も
イ
マ

l
ム
は
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
バ
ン
ド
ス
島
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
無
人

の
ク
ダ
・
バ
ン
ド
ス
は
、

モ
ル
デ
イ
ブ
人
が
休
日
に
遊
び
に
行
く
島
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
金
曜
日
に
な
る
と
、
こ
こ
に
も
イ
マ

l
ム
が
派
遣
さ
れ
、
説
教
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
る
。

モ
ル
デ
イ
ブ
人
が
暮
ら
す
島
と
、
リ
ゾ
ー
ト
島
は
完
全
に
分
か
れ
て
い
る
(
モ
ル
デ
イ

ブ
南
端
の
ガ
ン
に
お
い
て
は
、
住
民
の
暮
ら
す
島
に
リ
ゾ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

大
多
数
の
リ
ゾ
ー
ト
は
上
の
原
則
の
も
と
に
あ
る
)
。
こ
の
こ
と
が
、
外
国
人
の
ゲ
ス

ト
に
自
由
を
満
喫
す
る
時
間
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
モ
ル
デ
イ
ブ

人
の
落
ち
着
い
た
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
る
。
経
済
成
長
を
遂
げ
な
が
ら
、
急
激
な
住

環
境
の
変
化
(
破
壊
)
を
経
験
し
て
い
な
い
の
が
モ
ル
デ
イ
ブ
の
特
徴
だ
と
言
う
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
歩
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
島
は
一
周
一

O
分
と
か
二

O
分
程

度
な
の
で
、

マ
l
レ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
島
で
は
自
動
車
も
走
っ
て
い
な
い
。
先
の
ウ

ラ
マ

1
の
余
裕
の
あ
る
態
度
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
独
自
の
コ
一

空
間
の
分
離
を
前
提
と
し
て
い
る
。

バ
ン
ド
ス
島
に
近
い
ヒ
マ
フ
シ
島
を
短
時
間
な
が
ら
訪
れ
る
こ
と
で
、
島
民
の
生
活

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
バ
ン
ド
ス
・
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
が
提
供
す

る
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ホ
ッ
ピ
ン
グ
の
一
環
で
あ
る
。
人
口
は
五

O
O
人
程
度
だ
が
、
リ
ゾ
l

ト
か
ら
近
い
た
め
外
国
人
が
恒
常
的
に
訪
れ
て
い
る

(
写
真
6
)
。
こ
の
た
め
、
数
件



の
お
み
や
げ
物
屋
さ
ん
も
あ
る
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ク
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(
写
真

7
)
。
外
国
人
の
訪
問
地
と
な
っ
て
い
る
島

(
リ
ゾ
ー
ト
で
は
な
く
住
民
が
暮
ら
す
島
)
は
、

程
度
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
マ
フ
シ
に
は
、

港
に
魚
の
加
工
工
場
が
あ
る
。

モ
ル
デ
イ
ブ
全
体
で
二

O
か
ら
二
五

み
や
げ
物
販
売
以
外
の
産
業
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
住
民
が
暮
ら
す
島
々
に
お
い
て
は
、
呪
術
的
な
要
素
が
色
濃
く
残
さ
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
知
識
あ
る
い
は
学
問
と
し
て
の
イ
ス
ラ

1
ム
が
定
着
す
る
に
は
、
も
っ
と
多
く

の
ウ
ラ
マ

l
人
口
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ウ
ラ
マ

l
の
再
生
産
を
行
う
た
め

の
施
設
や
制
度
を
、
現
在
の
モ
ル
デ
イ
ブ
は
有
し
て
い
な
い
。
土
地
が
不
足
し
て
い
る

の
で
、
経
済
成
長
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
学
も
存
在
し
な
い
状
況
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
従
業
員
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

「
埋
め
立
て
て
人
工
の
島
を
造
れ
ば
、
大
学
も
建
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
が
、

ヒマフシ島の外国人観光客6. 

4 

文
献

今
回
、
文
献
の
収
集
も
重
要
な
調
査
項
目
で
あ
っ
た
。
日
本
で
得
ら
れ
る
モ
ル
デ
イ

ブ
に
関
す
る
情
報
は
大
量
に
あ
る
が
、
か
な
り
偏
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人

気
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
観
光
ガ
イ
ド
や
関
連
エ
ッ
セ
イ
、
写
真
集
、

D
V
D
な
ど
は

毎
年
内
容
も
更
新
さ
れ
て
お
り
、

モ
ル
デ
イ
ブ
の
高
い
人
気
を
示
し
て
い
る
。

一
方
で
、
文
化
人
類
学
や
イ
ス
ラ
l
ム
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
情
報
と
な
る
と
大
き

く
欠
落
し
て
い
る
。
ま
ず
、

モ
ル
デ
ィ
ブ
を
調
査
対
象
と
す
る
研
究
者
自
体
が
き
わ
め

て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か
な
り
の
調
査
費
用
を
要
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
き
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
化
人
類
学
や
地
域
研
究
で
は
、

研
究
者
個
人
に
よ
る
息
の
長
い
調
査
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の
が
、

た
い
て
い
の
場
合
、
大
学
院
生
時
代
に
お
け
る
一
年
な
い
し
二
年
の
長
期
調
査
で
あ
る
。

し
か
し
リ
ゾ
ー
ト
に
経
済
の
根
幹
を
依
拠
し
、
か
つ
土
地
の
狭
い
モ
ル
デ
イ
ブ
で
は
物

ヒマフシ島のみやげもの屋

価
や
家
賃
が
き
わ
め
て
高
い
。
一
年
間
の
滞
在
で
数
百
万
円
の
出
費
が
予
想
さ
れ
る
フ
ィ
l

ル
ド
を
調
査
対
象
と
す
る
大
学
院
生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
モ
ル
デ
ィ
ブ
専

門
の
研
究
者
が
育
ち
に
く
い
環
境
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
で
は
文
献
収

集
自
体
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
状
況
は
、
他
の
固
に
お
い
て
も
大
同
小
異
の
よ
う
で

あ
る
。
研
究
者
の
数
自
体
が
少
な
く
、
論
文
が
あ
ま
り
公
表
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

1;、

く
ら

I
T
時
代
に
な
っ
て
も
的
確
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

7. 

マ
l
レ
在
住
の
宗
教
学
者
や
研
究
者
を
訪
問
し
、
書
面
を
巡
り
歩
く
こ
と
で
、
基
礎

的
な
文
献
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
記
す
研
究
所
や
文
献
に
関
す
る
情
報

は
、
今
後
の
モ
ル
デ
イ
ブ
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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ア
モ
イ
大
学
お
よ
び
福
州
大
学
に
お
け
る
イ
ス
ラ
I
ム
系
少
数
民
族
政
策
の
調
査
と
研
究

〈
報
告
〉
平
成
一
九
年
度
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
規
範
の
持
続
と
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ス
ラ
l
ム
系
住
民
が
多
く
居
住
し
て
お
り
、
独
特
の
団
結
を
維
持
し
て
い
る
。
清
浄

ア
ジ
ア
丈
化
研
究
所
研
究
員

後

藤

武

期

二
O
O
七
年
四
月
二
九
日
j
五
月
一
日

間

調
査
地

中
国

ア
モ
イ
大
学
、
福
州
大
学

中
国
福
建
省
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ア
モ
イ
大
学
お
よ
び
福
州
大
学
は
、
中
国
南
部
地

区
の
基
幹
大
学
で
あ
り
、
と
り
わ
け
南
部
を
代
表
す
る
法
学
部
で
は
南
方
系
の
少
数
民

族
政
策
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
訪
問
調
査
・
研
究
は
、
両
大
学
に
お
い

て
イ
ス
ラ

1
ム
系
住
民
に
対
す
る
宗
教
政
策
と
法
政
策
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行

ぃ
、
資
料
の
収
集
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

四
月
三
九
日
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
ア
モ
イ
空
港
に
到
着
、
直
ち
に
ア
モ
イ
大
学
に
向

か
い
、
法
学
院
の
林
束
平
教
授
、
劉
永
光
教
授
と
面
談
す
る
。
訪
問
目
的
は
す
で
に
伝

え
で
あ
っ
た
の
で
、

ア
モ
イ
大
学
の
少
数
民
族
政
策
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
話
を
伺
い
、

イ
ス
ラ
l
ム
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

四
月
三
十
日
は
、
林
教
授
の
同
行
を
得
て
、
福
州
大
学
を
訪
問
す
る
。
福
州
大
学
法

学
部
は
、
教
員
の
多
く
を
ア
モ
イ
大
学
か
ら
の
派
遣
に
頼
っ
て
い
る
が
、
福
建
省
の
省

都
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
南
西
の
諸
州
か
ら
流
入
す
る
少
数
民
族
問
題

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
福
州
に
は
イ
ス
ラ
l
ム
系
住
民
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
午
後
よ
り
泉
州
に
移
動
す
る
。

泉
州
は
古
代
よ
り
交
易
港
と
し
て
繁
栄
し
た
町
で
あ
り
、
イ
ス
ラ

1
ム
商
人
の
往
来

も
多
か
っ
た
よ
う
で
、

モ
ス
ク
で
あ
る
清
浄
土
寸
が
残
さ
れ
て
い
る
。
清
浄
寺
付
近
は
、

。

寺
を
訪
問
し
、
管
理
人
に
イ
ス
ラ

1
ム
文
化
の
維
持
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。
と
り

秀

わ
け
食
事
に
関
す
る
問
題
が
多
い
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
が
、
冷
凍
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
泉
州
か
ら
蘇
州
方
面
ま
で
の
南
部
地
域
で
共
通
し
て
ハ
ラ
l
ル
の
儀
式
を
済
ま
せ

た
肉
類
が
入
手
可
能
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
毎
日
行
わ
れ
る
礼
拝
に
つ
い
て
は
、

泉
州
で
は
イ
ス
ラ
l
ム
が
中
国
人
の
間
に
も
理
解
さ
れ
て
お
り
、
仕
事
中
の
礼
拝
も
間

題
な
く
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
古
く
か
ら
の
イ
ス
ラ
i
ム
系
住
民
が
多

い
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
中
国
文
化
と
の
摩
擦
は
少
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
か

っ
て
、
蘇
州
の
イ
ス
ラ

I
ム
系
住
民
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
き
に
、
非
ム
ス
リ
ム
の
中

国
人
か
ら
、
イ
ス
ラ
l
ム
系
の
中
国
人
の
団
結
が
地
元
の
人
々
と
の
文
化
的
軌
蝶
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
泉
州
で
は
そ
の
歴
史
の

古
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
文
化
的
な
対
立
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
中
国
で
一

般
に
イ
ス
ラ

I
ム
系
住
民
は
「
回
族
」
と
呼
ば
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
介
し
て
中
国
西

部
方
面
か
ら
流
入
し
た
民
族
を
意
味
す
る
が
、
泉
州
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、

海
上
交
易
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
イ
ス
ラ
l
ム
が
主
流
の
よ
う

で
あ
る
。
清
治
寺
周
辺
の
住
民
を
見
る
限
り
、

い
わ
ゆ
る
西
ア
ジ
ア
系
の
民
族
で
は
な

く
、
す
べ
て
福
建
省
生
ま
れ
の
中
国
人
で
あ
っ
た
。
単
純
に
中
国
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
と

し
て
一
括
し
た
理
解
を
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
多
様
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
国
南
部

の
沿
海
地
域
に
お
け
る
イ
ス
ラ

1
ム
の
伝
播
に
つ
い
て
、
研
究
す
る
必
要
性
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

短
期
間
の
出
張
で
あ
っ
た
が
両
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
濃

密
で
充
実
し
た
調
査
を
実
施
し
、
期
待
し
た
成
果
を
得
な
が
ら
、
五
月
一
日
、
午
後
の

便
で
帰
国
し
た
。


